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草加市の現状と将来推計① 

SOKA CITY 
©2016 草加市 

❏人口：人口減少と超高齢化、少子化の進行、生産年齢人口減少 

 

 ※グラフの出典は、明記されていないものに
ついては『草加市統計データブック2016』 
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15-64歳 

0-14歳 

現在 
246,226人 

20年後 
228,519人 

40年後 
192,221人 

20年前 
218,353人 

41年前 
167,177人 
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63.5% 
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77.2% 

15.0% 

7.8% 

30.0% 

66.7% 

4.2% 

高齢者１人を支える 
生産年齢人口 

20.2人 9.8人 2.7人 2.2人 1.7人 

 これまで草加市の総人口は増加を続け、平成28年4月1日現在で246,226人に達しています。 
 一方今後、総人口は減少に転じ、老年人口の増加と年少人口及び生産年齢人口の減少が予測されています。 
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団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
（生
産
年
齢
人
口
）が
多
い
の
が 

草
加
の
特
徴
。
そ
の
世
代
が
高
齢
化
す
る
前
に 

何
と
か
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

草加市の現状と将来推計② 
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15～64歳 0～ 
4歳 

5～14歳 65～74歳 75歳～ 

埼玉県 

全国 

9,848 
人 

22,178人 156,376人 33,650人 23,846人 

❏人口：全国、埼玉県との比較 

 

草加市の人口構成は、全国・埼玉県と比較すると、30歳～40歳代の比率が高く、50歳～60
歳代前半及び75歳以上の比率は低くなっています。 
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草加市の現状と将来推計③ 

SOKA CITY 
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❏行政コスト：持続可能な財政の確立 

歳入については、市税などの自主財源は増加している一方で、国県支出金などの依存財源の
割合も高くなってきています。 
歳出については、福祉や子育て支援などの事業を行う民生費が年々増加しているのに対し、
道路工事などの事業を行う土木費は減少傾向にあります。 

将
来
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
み 

税
収
増
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。 
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（億円） 

歳
 
出
 

歳
 
入
 

依存財源 

（億円） 
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1989年（H1）と2016年（H28） 
の生産年齢人口はほぼ同じ 

公共施設面積 
は31%増加 

現在の生産年齢人口は、27年前とほぼ同じ水準だが、公共施設面積は31％増えている。 
今後、人口減少に伴い、税収の増加が見込めない中、公共施設の総保有量の適正化が必要。 

現
在
の
生
産
年
齢
人
口
は
平
成
３
年
と
ほ
ぼ
同
じ
。 

し
か
し
、
公
共
施
設
は
３
割
増
え
て
い
ま
す
。 

草加市の現状と将来推計④ 

246,226人 

206,224人 

157,345人 
156,266人 

183,510人 

105,512人 

❏人口と公共施設面積：持続可能な財政の確立 

4 

 資料：『資産活用課作成』 

生産年齢人口 
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億円
公共建築物・インフラ施設（上下水道を除く）の維持管理・更新・新設費用の推計

維持管理費 公共建築物 道路 橋梁 公園 排水機場 河川・水路 維持管理費 年間平均

40年間の更新費＋維持管理費

総額：約4,797億円

平均費用：約120億円

年平均維持管理費

約31億円

全体の更新のピーク
2033-2041年

更新費用合計：約1,101億円計画期間の更新費＋維持管理費

総額：約1,532億円

SOKA CITY 
©2016 草加市 

草加市の現状と将来推計⑤ 

❏公共施設：公共施設の維持・更新に必要な経費 

 

 

 

 現在の公共建築物の延床面積とインフラ施設をすべて維持した場合、更新及び維持管理にかかる費用は40

年間で約4,797億円で、年平均にすると約120億円（市のＨ28年間予算約７１５億円の１７％）と試算されます。 

 資料：『草加市公共施設等総合管理計画』 

こ
の
ま
ま
で
は
、
公
共
施
設
を
適
切
に 

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。 
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草加市の現状と将来推計⑥ 

SOKA CITY 
©2016 草加市 

 資料：『草加市公共施設等総合管理計画』 

❏公共施設：草加市の公共施設の類型別床面積比率 

 

 

 

多
様
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
学
校
が 

公
共
施
設
床
面
積
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 草加市の公共建築物の延床面積のうち約６割を学校が占めています。一方、児童生徒数は減少し始めていま

す。多様な機能を持つ学校の活用がこれからの「鍵」となります。 
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草加市の現状と将来推計⑦ 

草加市 

春日部市 

川口市 

越谷市 

三郷市 
八潮市 

吉川市 

R² = 0.0167 
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 【市民一人当たり公共施設の延床面積】 

面
積
（
㎡
） 

 人口（人） 

 人口25万人以上の自治

体の平均1.92㎡に対し、草

加市では約1.7㎡となってい

ます。 

 ←1.92人/㎡ 

 昭和４０年代以降の急速

な人口増加に併せ、下水

道、道路などのインフラや公

共施設の整備を進めてきま

したが、こうして整備した施

設などの老朽化も進んでい

ます。。 
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他
の
自
治
体
と
比
較
し
て
公
共
施
設
が 

少
な
い
上
に
老
朽
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。 

 資料：『草加市公共施設マネジメント白書2014』 



❏人口減少、少子高齢化、扶助費の増大など、公共施設の維持
管理・更新にかかる費用の捻出ができなくなる時代がすぐそこま
で迫っている。 

❏最も単純な答えは……「公共施設を減らすこと！」 

SOKA CITY 
©2016 草加市 

❏単純に施設のみを減らすということは市民サービスの水準を減
らすことと同義。 

しかし… 

公共施設が提供している複数の機能を統合したり、施設
を複合化したりして効率化し、全体の床面積は適正化し
ていくが、機能そのものや、市民サービスの水準を低下さ
せないようにしていきたい。 

草加市の現状から見えてくること 

8 

❏「物理的崩壊」（事故：笹子トンネルなどの事例） 
❏「財政的崩壊」（施設の閉鎖：春日部市民プールなどの事例） 

に繋がってしまいます。 

このまま放っておくと… 

では、どうすれば… 

草加市の考えは… 
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公共施設等総合管理計画とは 

草加のめざす 
都市像 

快適都市 
～地域の豊かさの創出～ 

健康・福祉関連 

安全安心関連 

産業振興関連 

スポーツ関連 

まちづくり関連 

環境関連 

男女共同参画関連 

教育関連 

防災関連 

その他 

｢公共施設等総
合管理計画｣ 

まちづくりの根幹をなす計画 

総合振興計画 
本市の将来像を示し､これを実現
するための施策の方針を定めたも
の。 

  

都市計画マスタープラン 
本市のまちづくりのビジョンを総合
的かつ体系的に示す指針として策
定するもの。 
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➣ 総合振興計画・改定都市計画マスタープランを実現するための分野別計画
の一つです。 

➣ 草加市の公共施設等の今後のあり方について、基本的な方向性を示すもの。 
➣ 平成２７年度に行政の視点で策定し、平成２８年度以降に市民の皆様のご意
見を伺いながら計画内容の充実化を図っていきます 
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❏公共施設の「量」を見直す  ～ムダを省く～ 

草加市公共施設等総合管理計画における基本方針①・② 公
共
施
設
の
維
持
が
難
し
い
状
況
な
ら
ば 

適
正
な
「
量
」
に
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 
 
 

 あまり使われていない施設に
ついては、積極的に集約・複合
化や廃止をすすめ、市の公共施
設の保有総量を適正にしていき
ます。 

① 公共施設の保有総量の適正化  
 
 

 公共施設の保有総量を適正にす
るため、新しい公共施設をつくる
場合には、同じような施設を複数
廃止(スクラップ)し、新しく建設
(ビルド)する施設に集約すること
を条件とします。 

② 新たな公共施設の建設は 
既存施設のスクラップ＆ビルドを

条件 
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❏公共施設の「質」を見直す ～空間活用の工夫～ (1) 

限
ら
れ
た
財
源
で
施
設
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、 

知
恵
と
工
夫
が
必
要
で
す
。 

 
 
 

 
 行政が行うべき公共サービスと
民間等にゆだねるべきサービスを
仕分けして、さらなる官民連携を
検討します。また、施設の利用料
についても見直し、市民の負担を
公平にします。 

③ 公共サービス内容の吟味と 
民間サービスの活用 

 
 
 
 

 ひとつの施設に複数の機能を盛
り込む「１施設・多機能」化を積
極的に進めることで、施設を合理
的に利用できるようにするととも
に、機能どうしの連携などにより
公共サービスの質を向上させま
す。 

④「１施設・１機能」の 
縦割型サービスからの脱却 

草加市公共施設等総合管理計画における基本方針③・④ 
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❏公共施設を「長く」使う ～長寿命化～ 

直
ち
に
建
替
え
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、

今
あ
る
施
設
を
大
切
に
「
長
く
」
使
わ
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。 

 
 
 

  施設の建替えや大規模な改修に係る 
 費用をできるだけ少なくするため、計 
 画的に補修を行い、安全性を確保しな 
 がら、できるだけ長く建物を使い続け 
 る「長寿命化」を進めます。 

⑥「長寿命化」の推進によるコスト削減 

草加市公共施設等総合管理計画における基本方針⑤・⑥ 
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❏公共施設の「質」を見直す ～空間活用の工夫～ (2) 

 
 
 

  

⑤ フルセット配置から地域特性に応じた配置へ 

 10のコミュニティブロックごとにまっ
たく同じように公共施設を配置する「フ
ルセット配置」はもはや困難であるた
め、地域ごとのニーズを踏まえて必要な
機能を誘導することで、地区にとって使
いやすい地区拠点の形成を目指します。 
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■実施概要 

○実施時期：平成２８年７月20日～８月３日 

○対象：市内在住の20歳以上の方から3,000人を無作為
に抽出 

○調査方法：郵送による配布回収 

○回収数及び回収率 

回収数 
（a） 

白票 
（b） 

有効回収数 
（c=a-b） 

回収率 
（a/3,000） 

有効回収率 
（c/3,000） 

８５４票 ５票 ８４９票 ２８．５％ ２８．３％ 

❏公共施設のありかたに関するアンケート概要 

アンケートから見えてくること① 
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比較的多様な世代が利用する公共施設である、文化教育施設、コミュニ
ティ施設、屋内スポーツ施設の利用頻度について見ると、最も利用の多
い中央図書館でも年数回以上利用しているのは全体の1/3程度であり、
半数以上の市民は利用していない。そのほか、利用していない人の比率
は「公民館、文化センターで6割弱、「コミュニティセンター、市民活動セン
ター」で6割台半ば、屋内スポーツ施設で約7割となっており、施設利用は
一部の人に限られている。 
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0.0
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6.1

2.8

22.1

20.7

16.3

13.0

54.7

58.9

65.6

71.1

10.6

10.2

10.5

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央図書館

公民館、文化センター

コミュニティセンター、市民活動センター

市民体育館、記念体育館、市民温水プール

（屋内スポーツ施設）

主な公共施設の利用頻度

ほぼ毎日 週に数回程度 月に数回程度 年に数回程度 利用しない 無回答

総数 849

SOKA CITY 
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❏主な公共施設の利用頻度 

アンケートから見えてくること② 
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49.9

49.1

51.4

39.6

45.7

40.2

7.4

3.5

6.0

2.2

1.2

1.8

0.8

0.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長寿命化について

集約・複合化、多機能化について

小中学校を地区の拠点

とすることについて

今後の公共施設のあり方について

賛成 概ね賛成 やや反対 反対 無回答

総数 849

『公共施設等総合管理計画』で示した今後の公共施設のあり方に
ついては、長寿命化、集約・複合化、多機能化、小中学校の地区
拠点化のそれぞれで、賛成と概ね賛成の合計が90％以上を占め
ており、基本的な考え方については概ね了解が得られているもの
と考えられます。 

SOKA CITY 
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❏今後の公共施設のあり方について 

アンケートから見えてくること③ 
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71.3

37.0

33.8

4.5

3.2

13.7

4.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

民間に土地や施設を貸すなどして賃料を得る

他の公共サービスを削減する

施設の利用料や使用料を上げる

地方債を発行するなど借金でまかなう

市民税などの税金を上げる

その他

無回答

(％)
望ましい維持管理費・建替え費用の捻出方法

総数 849（3つまでの複数回答）

望ましい維持管理費や建替え費用の捻出方法としては、「民間に
土地や施設を貸すなどして賃料を得る」が7割以上で最も多く、こ
れ以上負担を増やすのではなく、今以上にお金を稼ぐことで費用
を賄うべきと考えている市民が多いことを示しています。また、「他
の公共サービスを削減する」、「施設の利用料や使用料を上げる」
も3割台と高くなっています。 

SOKA CITY 
©2016 草加市 

❏望ましい維持管理費・建替え費用の捻出方法 

アンケートから見えてくること④ 
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今後、公共施設の統合などによって施設を削減する場合、どのよ
うな施設を残すべきかについては、「利用者が多い施設」が約6割
で最も多く、「多くの人が利用する施設」、「交通の便のよい、行き
やすい施設」なども5割以上と多くなっており、多くの人が利用す
る、行きやすい施設を残すべきとの意見が多くなっています。 

62.8

55.9

50.8

25.0

23.1

17.3

17.2

2.9

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

利用者が多い施設

一部の人だけでなく、多くの人が利用する施設

交通の便がよい、行きやすい施設

市内や近隣に同様の機能を持った施設がない施設

民間で同様のサービスが提供されていない施設

最近建てた施設、改修した施設

維持管理費があまりかからない施設

その他

無回答

(％)

公共施設を削減する場合に残すべき施設

総数 849（3つまでの複数回答）

SOKA CITY 
©2016 草加市 

❏公共施設を削減する場合に残すべき施設 

アンケートから見えてくること⑤ 
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❏「草加市の現状」を基に課題を共有し、「市民アンケート」
の結果を踏まえ、「基本方針」について市民の皆さんのご
意見をお伺いします。 

❏そのうえで「基本方針」に基づき、公共施設を有効に活用
するためのアイデアを募ります。 

市民ワークショップのねらい① 

❏総合管理計画
で定めた「基本
方針」 

❏市民アンケー
トの結果 

❏草加市の現状 

❏将来の公共施設の在り方や配
置案に役立てます。 
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市民ワークショップのねらい② 

❏将来的に人口が減少し、今ある公共施設の維持が難しくなるの
は疑いようのない事実であり、「時間の問題」です。しかしながら、
草加市においては、直ちに人口が減少する状況ではありません。 

❏だからと言って、このまま放っておく訳にはいきません。今から準
備していかなくてはなりません。 

❏これから話し合う内容は、今すぐに答えが出る性格のものではあり
ませんが、将来の公共施設のあり方を考える上で必要となります。 

第３回（１２月～１月） 
第２回の話し合いをふまえて、 

公共施設の配置などを考えよう！ 

第２回（10月下旬～11月上旬） 
公共施設の機能などについて 
考えよう！ 

今回は 
コレ!! 

～市民ワークショップの主な話し合いの内容～ 

第１回 
草加市の公共施設の現状と
課題について学ぼう！ 
 

今日の話し合いの目的 

 総合管理計画の基本方針について市民の皆さん
のご意見を伺い、計画を充実させること。 
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草加市公共施設等総合管理計画 
 

第1回 市民ワークショップ 
 

＜ワークショップの進め方＞ 
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本日の時間割 

２．挨拶,趣旨説明等(10分)  19：00～19：10 

１．第1回投票(順次)           ～19：00 

19：10～19：30 ３．資料説明(20分) 

20：25～20：45 

19：40～20：25 ５．グループ討議(45分) 

６．発表,全体討議 (20分) 

７．第2回投票・結果報告(10分) 20：45～20：55 

19：30～19：40 ４．進め方の説明(10分) 

８．連絡事項,閉会(5分) 20：55～21：00 
21 
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１ 本日の目標 

市が考える、 

草加市の 

将来の公共施設のあり方 や 

維持管理や更新などに関する「方針」 

について、意見を出し合いましょう。 
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２ 模造紙のとりまとめイメージ 

  

新田西部１班    参加者：○○，○○，○○，○○，○○○    2016年9月00日 第1回市民ＷＳ 

方針1  公共建築物の
「量」の適正化 

方針2 新たな公共建築物
の建設は既存施設のスク
ラップ＆ビルドが条件 

方針3 公共サービス内容
の吟味と民間サービスの
活用 

方針4 「１施設・１機能」の
縦割り型サービスからの
脱却 

方針5 フルセット配置から
地域特性に応じた配置へ 

良いと思う点 追加や改善が必要だと思う点 

方針6 「長寿命化」の推
進によるコスト削減 

市の方針について良
いと思う点はピンク

の付箋に 

市の方針 

市の方針について追
加や改善すべき点
は黄色い付箋に 
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３  意見交換の進め方 

■将来の公共施設のあり方に関する６つの市の方針
のそれぞれについて、良いと思う点について意見を
出し合いましょう。 

 

 

■それぞれの方針について、修正した方がよい点やつ
け足した方がよい点などについて意見を出しましょ
う。 

 

 

■６つの方針に当てはまらない内容の意見につい
ては、新しい方針として提案していただいてもか
まいません。 

 

意見例：方針4で、ひとつの施設に多様な機能があった方が、
1つの場所で色々な用事を済ませることができてよい。 

意見例：方針2について、今後、新たに整備が必要となる公共
施設が出てくる可能性があるため、スクラップ＆ビルド
を条件とするのは行き過ぎではないか。 
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■意見交換での注意事項(お願い) 

意見は必ず付箋にご記入ください。付箋に

書かれていない意見は記録として残りませ

ん。 

1枚の付箋に記入する意見は1つに。 

他の参加者の発言をよく聴き、自分の考え

を広げましょう。 

限られた時間の中で全員が発言できるよう、

発言は手短に。 

互いを勇気づけ、意見を言いやすい雰囲気

をつくりましょう。 
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※  投票について 

■市民アンケートから抜粋した質問について、会議の
前後で２回投票をしていただきます。 

■市民アンケートに回答された方も、投票してくださ
い。市民アンケートで回答された内容と今日の投票
内容が違っていてもかまいません。 

■投票はシールで行います。シールは投票前に配布
しますので、スタッフからシールを受け取り投票してく
ださい。 

■貼っていただくシールの枚数は３枚です。 


